
第６学年竹組 算数「いろいろな体積の単位」略案
指導者 工 藤 伸 子

１．日 時 １２月１３日（火）竹組 （１１：２０～１２：０５）
２．ねらい 〇 身の回りのものを概形でとらえ，既習の体積の公式を適用して，およその体積が求めることができる。

また，学習内容への理解を深め，算数への興味を広げることができる。(３／３)
３．本時の実際

時 間 学 習 活 動 と 児 童 の 動 き 教 師 の 支 援 及 び 評 価 セ ン タ ー の 先 生 の 支 援 備 考

１．課題を把握する。 ・牛乳パックを準備をしておく。 ・(教室の後ろ側から児童を観察す１１：２０

る。)
牛乳パックに入る水のおよそ ・これまでの学習が想起できるよ

の体積の求め方を考えよう 。 うな，側面の学習環境を整えて。
おく。

２．課題を解決する。
・具体物を直方体や立方体の概形
でとらえて，後は公式にあては
めれば，およその体積が求めら
れることが分かったよ。

１１：３０

３．この後の活動の流れを確認と ・ ６竹教室で） ・(ＫＲで支援する)（
練習問題を解く。 ◇チャレンジコースを担当 ◇パワーアップコース

・身の回りの不定形のものを直方 ・石のような不定形の体積の求め
・チャレンジコース 体や立方体に見立てて体積を求 方を考えよう。
・パワーアップコース めてみる。 ・実際に１リットルますを使って
のいずれかを選択して解く ・活動の最後に感想を書く。 体積をはかってみる。

・解き方を聞いて，数学的な考え
方を伸ばす。

・活動の最後に感想を書く。

４．総合教育センターの先生の ・センターの先生と児童のつなぎ ・体積にかかわる算数への興味が１１：５５

。お話を聞く。 役をする。 わくようなお話をしていただく
・体積にもおもしろい話がある
んだね。 ・児童の様子を観察する。

５．学習を振り返る。 ・振り返りを机間指導し，発表者 ・(教室の後ろ側からお話する)１ ：０５2
を選ぶ。




